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Ⅰ周産期医療施設オープン病院化モデル事業の予算  

（医療提供体制推進事業費補助金）  

平成19年度予算額  

→ 23．468千円  

平成17年度予算額  平成18年度予算額  

26，888千円 → 26，820千円  

（要 旨）   

産科医師数の減少に伴い、地域でお産が出来る医療機関数が減少するなど地域における産科  

医療を取り巻く状況に大きな変化が起こっている。   

このような状況の下で、安全・安心な周産期医療体制の確保を図るため、ハイリスク分娩な  

どを受け入れることが可能な産科オープン病院を中心とした周産期医療のモデル事業を行うも  

のである。  

※ 平成15年12月24日「厚生労働大臣医療事故対策緊急アピール」における「施設」  

に関する対策  

⑤ 地域の中核となっている周産期医療施設のオープン病院化の研究を進める。  

（事業概要）  

1．実施内容   

・産科のオープン病院を中心とした病診連携のシステムを構築する。   

・オーープン病院に運営事務局（外部委員を含む）を設置し、診療所、助産所との連絡  

調整、普及啓発、妊婦教育等を行う。   

・都道府県、オープン病院、診療所等で連絡協議会を組織し、問題点の改善やネット  

ワーク化の促進などの取り組みを行う。   

診療所、助産所では妊婦検診やローリスク分娩を行い、ハイリスク分娩はオープン  

病院で行う。   

診療所の医師及び助産所の助産師はオープン病院の登録者となり、自分が検診した  

妊婦の出産に立ち会う。  

2．実施主体  都道府県、市町村、厚生労働大臣の認める者  

〔 

都道府県  

1／2 （負担割合：国1／2、県1／2）  

1か所当たり 6，705千円  

3．実施箇所数  7か所   

4．実施期間  3年（平成17年度～）  

tl－   



ー2－   



Ⅱ 周産期医療施設のオープン病院化モデル事業実施要綱  

医改発第0325008号  

平成17年3月25日  

一部改正 医改発第0922007号  

平成18年9月22日  

1 目的  

産科医師数の減少にともない、地域で出産が出来る医療機関数が減少するな   

ど、産科医療を取り巻く状況に大きな変化が起こっていることを踏まえ、ハイ  

リスク分娩などを受け入れることが可能な産科オーブン病院を中心とした周産   

期医療のモデル事業を行い、安全で安心な周産期医療体制の確保を図ることを   

目的とする。  

2 事業の実施主体  

本事業の実施主体は、都道府県（委託を含む）、市町村及び厚生労働大臣の   

認める者とする。  

3 運営基準   

（1） オーープン病院ではハイリスク分娩などを行うものとする。   

（2） 診療所の医師及び助産所の助産師は、オープン病院の登録者となり、  

自分が検診した妊婦の出産に立ち会うことができるものとする。  

4 事業内容  

周産期医療施設のオープン病院化モデ／レ事業に係る事業内容は以下のとおり   

とする。   

（1） 産科オープン病院を中心とした病院、診療所、助産所の連携のシステ  

ム構築   

（2） オ・－プン病院化連絡協議会の設置及び開催   

（3） 妊婦の情報・健康管理及び窓口相談の対応   

（4） 本モデル事業に関する普及・啓発  

5 実施体制  

本モデル事業を適正に運営するため、オープン病院内に以下の体制を整備す   

ることとする。   

（1） 運営事務局  

医師、助産師、看護師等を配置  

－3－   



妊婦の情報等の管理及び必要な情報の収集  

本モデル事業の運営に係る庶務全般  

（2） オープン病院化連絡協議会  

都道府県、オープン病院、診療所、助産所等の職員及び有識者によ  

り組織  

問題点の改善に向けた意見交換  

オープン病院の今後の運営方針の検討等  

－4－   



Ⅲ 厚生労働大臣医療事故対策緊急アピール  

医療事故が話題にのぼらない日がない程、最近、医療事故が相次  

いでおり、さらには医療事故に起因して医師が逮捕される等、あっ  

てはならない事件も起こっております。   

医療は生命を守り、健康を保持するためにあるものですが、医療   

事故の頻発はこのような医療本来の役割に対する国民の期待や信頼   

を大きく傷っけるものと言わざるを得ません。   

厚生労働省としては、医療安全を医療政策の最重要課題のひとつ   

として位置付け、平成14年4月に関係各界の方々のご意見を基に   

「医療安全推進総合対策」を策定し、医療安全対策の充実に取り組   

んできたところであります。また、全国の医療関係者の皆様方にお   

かれましても、医療現場における安全対策の推進に種々御尽力頂い  

ているものと承知しております。   

しかし、最近の状況を考えると、この様な状況が続けば国民の医   

療に対する信頼が大きく揺らぎ、取りかえしのつかぬ事態に陥るの  

ではないかと危倶しております。  
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そこで、このような事態に陥らないように全国の医療関係者の皆   

様方におかれましては、医療事故を防止し、国民が安心して医療を  

受けることが出来るよう、安全管理対策の更なる推進に御尽力をい   

ただきますよう心からお願い申し上げます。  

さらに、本日の要請に先立ちまして私から厚生労働省の担当部局  

に対し、「人」、「施設」、 「もの」の三つの柱をたて、新たな取り組み   

あるいは、対策の強化を進めるよう強く指示したところであります。  

具体的には、   

「人」に関する対策として、   

①16年度より始まる医師臨床研修必修化に併せて研修医への安全  

意識の徹底を図るとともに、学術団体等が行う生涯教育に資する  

講習会の受講を求めるなどの医師・歯科医師の資質向上への取り  

組みを進め、医師・歯科医師としてのあるべき知識・技術・倫理   

の徹底を図る。   

②刑事事件とならなかった医療過誤等にかかる医師法等上の処分の  

強化を図るとともに、刑事上、民事上の理由を問わず、処分を受  

けた医師・歯科医師に対する再教育制度について検討する。  

ー6－  
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③産業医を十分に活用して医療機関職員に対する安全・衛生管理の  

徹底を図る   

「施設」に関する対策として、   

①第三者機関による事故事例情報の収集・分析・提供のシステムの  

整備や、医療機能評価機構等の外部機関による評価の受審促進等  

を通じて医療機関評価の充実を図る   

②手術室や集中治療室などのハイリスク施設・部署におけるリスク  

の要因の明確化を図り、安全ガイドラインの作成を進める   

③手術の画像記録を患者に提供することによって、手術室の透明性  

の向上を図る   

④小児救急システムの一層の充実を図る   

⑤地域の中核となっている周産期医療施設のオープン病院化の研  

究を進める   

⑥病院設計における安全思想の導入の強化を図る   

医薬品・医療機器・情報等の「もの」に関する対策として、   

①例えばがんなどのように治療に際して手術、化学療法、放射線療  

法や骨髄移植等の異なる治療法が出来る場合の、その選択に係る  
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EBMを確立し、それらをガイドラインとしてまとめる   

②二次元コードやICタグを使った医薬品の管理や名称・外観の類  

似性評価のためのデーターベー スの整備、抗がん剤等の特に慎重   

な取り扱いを要する薬剤の処方に際する条件を明確化すること  

などを通じて薬剤等の使用に際する安全管理の徹底を図る   

③オーダリングシステムの活用や点滴の集中管理、患者がバーコー  

ドリーダーを所持して薬や検査時に自らが確認を行うなど、IT   

を活用した安全対策の推進を図る   

④輸血医療を行う医療機関での責任医師及び輸血療法委員会の設  

置、特定機能病院等での輸血部門の設置により、輸血の管理強化  

を図る  

⑤新しい技術を用いた安全面でも優れた医療技術の研究開発など  

を推進していく  

厚生労働省としては、今後とも国民の信頼確保のため全力を傾け  

て参ります。医療関係者の皆様方の御理解と御協力を重ねてお願い  

いたします。  

平成15年12月24日  

厚生労働大臣 坂口 カ   
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（参考資料）  

1．「人」を軸とした施策  

1）医師等の資質向上  

【例】・国家試験における安全意識を踏まえた対応  

・臨床研修における安全意識の徹底（研修医用安全ガイドの作成）  

・生涯教育に資する講習会の受講を奨励（届け出事項とすること及  

び医籍登録事項への追加を検討）  

2）刑事事件とならなかった医療過誤等にかかる医師法等上の処分  

及び刑事上、民事上の理由を問わず処分された医師・歯科医師の  

再教育  

【例卜医道審における審査の強化  

・再教育のあり方の研究・検討  

3）医療機関における安全・衛生管理の徹底一産業医制度の活用  

【例】・産業医制度の活用（医療機関職員の安全・衛生管理等の労務管  

理の徹底）  

2．「施設」を軸とした施策  

1）事故報告の収集・分析・提供システムの構築等  

【例】・第三者機関による事故事例情報の収集・分析・提供システムの  

構築  

・医療機能評価機構等の受審促進等  

2）ハイリスク施設・部署の安全ガイドライン導入  

【例トハイリスク施設・部署の特定とリスク要因の明確化  

・ガイドラインの策定  

3）手術室における透明性の向上  

【例】・ビデオ等による記録及び患者への提供のあり方の研究  

4）小児救急システムの充実  

【例】・小児救急にかかる各システムの充実  

5）周産期医療施設のオープン病院化  

【例トモデル研究  
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6）病院設計における安全思想の導入   

【例トガイドライン作成  

3．「もの（医薬品・医療機器・情報等）」を軸とした施策  

1）治療法選択に係るEBMの確立及びガイドラインの作成支援  

【例】・白血病の抗癌剤治療一骨髄移植一臍帯血移植等  

2） 薬剤等の使用に際する安全管理の徹底  

【例卜医薬品における2次元コード・ICタグの利用  

・名称・外観データベースの整備  

・抗がん剤等の投与に際して特に慎重な取り扱いを要する薬剤の  

処方に際する条件の明確化  

3）lTの導入・活用  

【例】・医療安全のためのオーダリングシステム活用  

・ITによる点滴の集中管理  

・ITによる患者の参加による安全推進  

4） 輸血の管理強化  

【例】・輸血医療を行う医療機関での責任医師及び輸血療法委員会の  

設置  

・特定機能病院・臨床研修指定病院における責任医師、輸血部門等の  

設置  

5）新しい技術を用いた医療安全の推進  

【例】・新規技術の研究  
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Ⅳ．各モデル地域参考資料  
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1．宮城県  

旨市産科セミオープンシステム診療マニュアル  

酌鮎蔓貴市庭草報せ芝三才職ニダニ♂三′ステム  
診療マニニ軋プアプレ（葺跨瑠版）  

平成1∈主年7月  

診療マニュアル発刊に当たって   

周産期医療の現状と将来を案じ、仙台産婦人科医会の産科オープン化構想を  

仙台市医師会が事業の｝つに取上げて頂いたのを機に、古賀・小き筆先生と共に  

平成15年3月に静岡県西部浜松医療センターを訪れた。その後勤務医・開業  

医の意識調査や各基幹病院へ趣旨説明を行ったが総論賛成各論反対の状況が続  

いた。   

厚生労働科学研究の中の「地域における分娩施設の適正化に関する研究」の  

班長に岡村教授が就任されて局面が動き出し、また周産期医療施設オープン化  

モデル事業に仙台赤十字病院が指定され加速度的に産科セミオープンシステム  

への準備が毒家勤し始めた。   

そしてクリティカルパスや契約書、実施要綱などが検討され平成17年12  

月に市内の基幹病院6施設と仙台市医師会と契約を締結しスタートすることが  

出来たく 

まだまだ改善すべきことが多いがこのシステムを大事に大きく育て、これに  

よって周産期医譲葉の環境が改善され安全な分娩と、産科の勤務医が激務から解  

放され余裕を持って仕事や研究に打ち込めるようになることを取っている。   

これまでは産科医の卓成少による過重労働、医師紛争そして中堅医師の退職に  

よる医師不足そして勤務医に更なる激務の悪循環、若手医師の産科拒否、産科  

崩壊などネガティブキャンペーンが張られてきたが、これからはここのセミオー  

プン化を成功させ周産期医療の将来が明るく若手医師が夢と希望を持って参加  

できる分野であることをポジティブキャンペーンしていかなければならない。  

宮城県周産期医療施設オープン病院化連絡協喜養会委員  

仙台産婦人科医会顧問  

鬼怒：ノーt博久  
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仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル  （宮城県資料）  

ナLLl台市メ窒科・セミ＝尋‾－－プンンスチエ、運ノ三日をこ当たっ－⊂㍉プニ）刃文り決i史〉  

史主婦の毒召二介に丁つい「：‾  

ユ  ぶF吉介：重夫  

鱒リ帥■1勺に六て〔j‘nニ‡き－（一トて、聖－こ’1■  

丑宣離鞍音■妄’ノーーi・一三．‾，亡・，要一jiご貢ごをi．i＿≡t…たし．． ニ わ日生糸甘分十大．■二〉すヾぶ：、て   ・ミニー㌶■  

女工娠B・－一1（．）主恩の月虫り己¢○コニニい－・ （⊂：fミ1．一カて；引一視障≒㌢－こいるツ㌻霧） を≠≒王政診ヨJミ要  

ノートに｛払サ‘貝占†寸！ノて‾下きい．  

また壊う安産鼠果のコピーーも；叛通≡珍ヲ嚢ノーーー・トに劇】5何－して‾F：宣し、．  

i  

2  若詔介の田寺期  

責了二んl計揖り判  

健琵参施霹廷カゝら：；｝娩施謹ノ＼の村上叶  

火工娠10・・→ユ∴2過旺拭に分娩方毎夏塗をづ受診づ‾るように応召介して「ごさい一，  

∴．  

；‾ ■∧i八l罠．11一ごレビ1‘ユニ一／ノ・こ」・1ノ‥】・）し・、■モ＝1L ‖て ∵：ナ  

．ノ り     ／ノ ご壬…j巨㌻ ㌻；≒，1ミ1盲  

分娩施言受から健診施設への紹介  

母子手帳を均汲々等し女王擁12三見頓に健診水注謹呈を糞竃参す‾るように  

麻召介して－トドさい。  

・汚軋㌣’：l・．－■ さ‘トト∴上てメ勘－ぷち二・㌢ノj〔jけ1く！  葺：▲    1 

た～ 二1ノ1づ・′Y■ ＝ ノい；    ‡       卜  

班雄貴2 し＝遇  

う｝娩施汚染で月畠児スタリーーニニングや疏夕霞；艮の】弛ほEを音字いまづ－。  

弓力庫師び）j魯鞄もこ（こ沌寺に昔㌢い一ま、㌻。  

っ・ブj ≡ノ′・〉 けノヱ亡くi ◆之Lノ′′・J、j：f！・√～          くハ・い          ぎノ ′  

i  

分娩ま」でう｝晩方鎧設「ご俸診をぞ了いまう‾。  

湊三間・休日の専攻憩対応に、ついて  

か王婦さんが分夕免を千束勺した施ぎ投（病院）で必う▲初期対応をしてくださし1じ その上  

で必嬰があれば；拓汐こ腹療機関への紹介・ヨ般送をお原発いしヨ三すp  

ま ‡J；ゾ        ♪′・、－  こノ‘7、丈′ニり′■技パ＝－、′（．  

－ヒミオ・－・・一ニブンシニステム翠lり当の黍壬夕衛とl司様、女王娠初期にい－す芳書tカヽの分女免施言受を鋼‡介  

していただ卓カルテを作成することで夜間救急に浅利芯します。  

‘一ヤJ  － ∴∴∴㍑守り鯨昔！J’ノ ノ  ミ ノ・’l、ノ墨十∴∴キこ㌧・誉、一  

事王女廣l中の椴≡鑑について  

1 風ぎ参抗体価（Ⅰ・・ⅠⅠ）・血糖（1回目）：揖捕参廉罠具せし．くはう．再東胡描笠て  

タ己天風疹痺棋群クモヰ三の予防や糖揚呈病合併妊婦の早翔渠柁．軋のために、頭重娠の視ほ飢嗜  

もしくは2匝1日の受岩倉時に行う。  

風疹抗体仰12 5 6繚以1ニの場令は1へ一2週後の′くア血滴を用い‾T抗体丞■ⅢとIg三＼4  

を二再検する．，16イ菩以下のJ場合は感舅き予防の持主毎を行う。  

汚迫Il封址臍1C OI】ヽぎ／dl．以」二の唱イ撫Iま75賞牌負．杓≡毘式敬意行う，  

2 原則として女王娠12三埋囁に電建診舶i盲投で行う検査（そ払袈呈）：標鋸浄牒邑筈巨ご  

（二王うC．1エB sも■て原、1・・1C Vl先体、t・11V検査、手短舜検査、1血液彗一旦  

抗す本スクリーーニング、クラミジア抗原、子1哲茸頸部細片迫診  

3 妊娠初期に希望者に行う1一食三寂：畦紗亀子設や・しく氾け拍鳳胱識て  

H．TLV－一・・1彰‡体、トキソプーラス：マj克体、疇≡プ参抗体、水痘抗体、  

J寸bA‘1．c、心電図など  

4 タ主力施中j胡の検査：！：．是一給減損㌍－■くニ  

24一－28過頃  血緒j喪二j窪（21白目）  

2ミ巨－3 0週囁  C】3C  

（．；Dゝ川〕スクリーニング目的で幻三娠中期にや）dn糖■樺汚賢を・行う。  

カットオ■フ牌ミま妊≠蝮■社用巧と同様。  

5  女王娠後j胡の検査：うナウ鋸；7。；i′‡こ  

3′＝巨～・36週頃  GlうSを目的とした封案分泌考勿ユ薫兼  

：う7）損以降  N S rユ、  

ー14－   
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妊婦・健診クリティカルパスのフローチャート、′打2け（）60了nl  

l   

二重転変亘二l  ［］  
た挨こ周数  、〉娩ノ施語  

l  

1   

1  

姓婦衿甥訊診 分娩施設に紹介（1n～■12ミ針ご受診するように）、均一－－i－一軒分娩予約の上、健診  

分娩施設でカ′レテ†乍成のうえ分娩予約。  】  ノ旭i没へ紹介、  

i  

l  

l  

t  

I  

ふ  

胎児頭腎長計測によ、る分娩予：定日決定  

（造言披画｛褒を典三重診療ノートに添車‾）  

へノ川j萱童  

妊娠診断後できるだけ早期に行うことが望ましい柏査二血堰．風三春抗体ぐ上▼‡り  

4週毎に幸三ヂ穏健診  エけ、：之／ji嵐  

両T「  妊娠12週頓に行う検査（原則とし  

CBC，HBs抗J軋梅毒検窓・、血密型、抗体スクリーニング  

血糖、‖CV抗体、クラミジア抗原、■r有頭書に細胞診  

ーーlト   

一喝   一  

健診施設から分娩施設へ繹介  分娩予約弓読云忍  

胎児スクリーニング  
主謀管長  

助産錘による指導  

2週毎に妊努削建診  

2・′1・、28週頃 ClうC、血糖  

i  

f碧詮施設から分娩施盲投へ紹介  ｝車■こトL  

4へノ：主5i巧  

「1遇以降  

．二こ∴1－∵】‘、て  

GBSを∃的とした  

；三言三分泌孝女」音黄楊査   

Ii国毎の1建診  

「JS7■（分娩方軒言蔓の方針によ■う）  

1  

ヰ  ロ 所見、連結事項について甘黄道診席ノ、‥‥一－トに記載（紹介：撰  

r7雄：わりとナる）っ  

○ ∵夜間・等の鰍急げ升紋施設で対応  

検査承言若書ならびをこ申込書  

医療機関施設創設  

女王婦健診・分娩に伴う請願を受－ナることに同意しまこす。  

以‾Fの櫨も希望します。  

（  

平成   年   月  日   

Ⅰ】⊃番号：  

昌 清音  

生年月日：  

－15－  



（宮城県資料）  仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル   

宵山台青野産科懲悪：オー酬プニ〆慧タステム分娩施設  

す山台市立病院  

若林区三者水′ト路3－1  
診療時間  

月～・金  
8時30分～11時  

7巨L O22－266－1111  
HP ht†p：〟耶′W・City・Se’ndai－j’P′byo－ユi、れノsoumu／bosp／i∫－dex・ht－nl  

東ゴヒ大学病院  

青葉区星β菱町1－1  
診療時間  

月～金  
8時30分～11時  

‾kL O22－717－7000  
HP http：／／www血osp，tOhok■u－aC．jp／  

イ山台赤十字病院  

太白区ノ＼木山本町2－43－3  
診療時間  

月～金  
8時30分′｝11時  
13時一～15時   

1盲L O22－243－1111   
HP http：／／www．seJtdai．jrc．or、jp／  

音曲台市産科セミオ鵬プンシ・見守5ム分娩施設  

NTT東日本東北病院   
若林区大和町－29－1   
診療時間  

月八′金  

8時15分′・・ノ11時  

龍L O22叫236－5911  
HP http：／／ⅥハⅣW．nttqeaSt．COjp／thkpmhc／  

東北公済病院   

青葉区匡l分・町2－3－11   
診療時間  

月ノ〉金  

8時30分・′〉11時   

1tL O22－227－2211   
HP http：／／www．tohoklユkosai．com／  

仙台医療センタ間   

宮城野区営城野2－8－8   
診尋蒙時間  

月（′金  

8時～11晴  
海L O22－293－1111   
HP 如tp‥／／w－WW・S－1ll－gO・JP／  

－16－   
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′く′射窯一分ご．圭；て那、7‘⊥こカミ†一計やけ土ほ戸子－rrニー；さろ：一三声戸ホ、‾■  r‘‘ラモて：ぐゴL一ノそ1】rr，′ノ・，一・－一く′・、】l】ナ、㌣  

モコン・セてプトにイ㌣らオ17ヒ一山台了こ行才色ロブ二！三／ス▲チムで▼㌻。言草＝疾そ戸fr【ま平ヒ5Lプコノ「寺姜やi：暇ヒ！も′諾を粟モを  

jSこ差仁っているため受診しやすく、得いち軍汀田寺パ七屯祉杓第 くなっていまて卜．．烹た、窪志終柄i≦完で  

乙こ乙二．亨を三種云貨イ∴錆がギ築っているためより乙変「幸二な＿幸三煮憲カて雲竺が）、・擾ヨ‡丈し1、・澤ほ印ガ笥参政巨をお ニ／ちこ・つてこいるた  

め出f問夕Iや賢考．箕す＿〔ilイ7ン一対んLも彗整っていまづ‾。石蟹看斗・ヒミオーーフリンシニ1テム上ほ∴ －ニきこ汀ぞれCりシ時子二牧  

三三テ蓄カ、tノ丈Lンステ＿」てご、診嬉た戸行からうナた免古き！石貨に糸狂でト責‾ミ，ム舞台と．分（（≦fl姉言放フう・ち議を、摺戸乃に毒てヨ勇、  

勺‾そSjニ崇・た：つTま㌧り．ま∴㌻＿   

こ、二りシ7、テム諒一利用づ‾るにほ、女冒痕鳶鋸祈ノを受lナた責参ブ釈戸斤‾1ご；′こまじめに－曳ヒi塾i〒を粟でノートをづ甘㌣・  

いたぎ＿ヨ三‘ち「－ 鉄砲寅参粥事ノートを用箋参し頃頴諒轢断珍瑞軒糊 （li）′－12 う星）にウナ娩孝二’言寄・致され■5押甜完  

をご蓬言舞l＿．，分曳免の予約をしていたこ宍ご卓テヨ≡づ‾（こ草薙勺の芳子姦につい－こ宣．こ；；参考察ノ空行にてご芹毘明いたし  

窯‾う‾）〉・そ1バ確立．金工娠 20i現ごろにうナ知覧方邑首‡ぞて不妊〔タ添転温診′を窯シナてこいただ′こてもニ∫、9トⅠま、3：；主l墨こ■ろ  

ま∵で篭を．塵アクラに‾て′庄婦他言参脊行い莞う一．その間 り七通診扱ノ ート」に∴ヒリ捉日常梢汀コ瑠づ∵計器溺  

■情沌侵を・ニ叛「掬し、Il古間夕1・ぺつ！三倍急】時の欠け㌫‡まタ如免ブ】包舌璧で一Ffい罰軍給う窒i領空写三っ蓬互iヒし三Eづ●。：三づ 7畳£り稚  

ほJナ蛸りニバやりI浴び）たこそ・、分力免施芸妓での敦王女帯惚芳穿となりま‾す】。   

J三聾呈1tE√′⊃ところ■’F筈己の6ヲ汚Ⅰ∫完カギうす娩施芹貨となってj3ります。ご号存∈護の力もd：堂ー叶まてこお申込み  

ください。ただし．か工i冒辻によってはサパ敢姫川艮を行っている・場合カてあり、分娩㌢約ができ∴iしヽ  

∫‡斗嶺－カくdlりょだ▼8‾のであちカ、じめご了承くブごさい。このンステムの芹キミ対i＝こつきまし‾てk日頃要目焦  

モ〉し＜は苔参政所スタッ フにこすS尋ねくナごさい。   

妊擁‡（7つ里子描にしま仙台・’醇売利一セミオープンシステム・蛋丁ご利J川いただ崇、角」Elび二〉少ない炎仁抽責押  

頂一jをこ抱二していただけるようおき蔑躍いいブこし語∵㌻  

一くう）女免方責1．三弦二＞  

1． イ山イり井上十字三村l；完  

仙宝J叶r、’J＿霹押．宅  

律＝㌢lごたこぢカ≡センターー  

1＿ ．史＿Fl二公わ㍉‾才l引続三  

5． 津∴tL：大力当村粒  

iミ・ 卜j′i、T潔†＝ト牛鬼しと柄l；竃  

′ノ；．イニー高々L＝  

： j■   

吊埼㌣快音昌一Iご■洲；ノt己フりご便利け三＿け丁河戸の診二摩≡所 し量、 ㌧藻IHま群雄勘が㍍≡・一）．グ・ニウメ・裏打兢持肯  

をコニ・ヤプトにイ乍らオ‘したイ11】台市剋ユ自のシスチームで、㌻。語幹ミ娠所をま平口の乙F後や土日註口も診療を  

こおこなっているた♂）ご之診しやすく、待ち帽＝瞞」も比駐…泊勺夕悪くなっています亡 また．、再会合柄指先‾ご  

は言分頑ミ謂一膵iが宅穿っていモ〉ためよりて左≡全なおカ薫が宇猥め．絡まヨ汝の1ジミ剛ラカミ言袷痛至をぉこなっているた  

め時間外や5栄泉田寺のヌ・りむも誓蔓っていま‘す，麓科セミオー・フーンシステムとは、 それ一ピれの年利実生  

を清かしたシステムで、診療所から分夷免施設に紹介’する場合と、分灘初鼠措から診顆所に用介  

う‾る境（ゝ「が‘あり烹‾す】．．   

この三ノステムモ別月］するにlま、媒劇議診㍗析を受りたニタナ女免力む設ではじめに．む1‡j出云参痴ノートミを発  

行いたします。ニの共通診療ノートを1寺申し、真二［タ希鯉‡‡参ネロ共弓（Ⅰ2i凰ころ）に4壬姉健診を希  

！窪される語合焼jすーを・：乏診lノ妊最辰ネ刀期の司鶉査をマラい写ヒ、㌻．．その手生、女王軌ミ20j墜こごろにケ㌢真免施f盲塗、モー  

妊瀕鋸掛診をご違けていた：ノごく以外は、33 過ごろ言三で云今方策所にて曳ヨ三姉イ建診を行いま1j▲。その！7・とj  

i‾ニ！1三i屡i詔こ：膵／一一トj によこり女工ノ環ヰ買に関する召参嶋津彗純音共有し、†I寺間外▼や緊篭魚時の）寸拭こは分女免  

抽擢㌢でトい一店ほ参連jま隻を弓竜一とします∂ 3▲1i坦Jニ人声隼は分娩（7）準l茜のたこめ、力・木魚施設でのな▼仁勿苛‡イ建言参  

と誉たりまこ勺一三   

このシステムの高手対1！に‾つきましては坦†111束モ）しくくま吉夢療7軒スタッフにこたミ薫・オaください心少壬  

舛代り澄江茶に号よ仙台了持メ憲利・セミオ・－プンシステムをご別月〕いただき・．角帽の少ない在l二娠期間還・  

i掲ごしていただけるよう鼠沌煩いいたしま‾㌻。  

くニクナ娩施諸具＞  

1． 仙一台赤▼卜弓＝赫i院  

2． 一山台丁打〉三ヲl句†筑  

J． 川J台l宜療・ヒンタ▲【  

1， 東二lヒ公済病l続  

つ． ＿誓竺北大琴り裔†享完  

6＿  NTTl東日本束二化病拉完  

： 1．こ  

－1了－   




